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参加申込に係る質問及び回答書 

（６－７つくばちびっ子博士デジタルスタンプラリー運営管理業務委託 

公募型プロポーザル） 

 

令和６年（2024年）１月17日（水）までに受け付けた、「６－７つくばちびっ子

博士デジタルスタンプラリー運営管理業務委託公募型プロポーザル」の参加申込に

係る事項の質問について、以下のとおり回答します。 

 

質問事項 回答 

１ 提案（見積）限度額と支払方法 

 初期導入費用が一定程度必要となる

ため、各年度事業終了後以前にその一部

についてお支払いいただくことは可能

か。 

 

 原則は、各年度事業終了後の一括払と

なりますが、その一部を分割して支払う

こと自体は可能です。 

 受託候補者決定後、正式に契約を締結

する際に、金額及び支払回数等契約内容

を協議します。 

２ 参加資格要件 

 参加資格要件にある、過去５年間に国

等と情報システムの運営管理業務又は

電子スタンプラリー事業運営管理業務

の契約を締結した実績を有することに

ついて、現在実施中の事業の記載やその

証明書類は必要ですか。 

 

 資格要件に係る申立書（様式３）及び

業務実績書（様式５）に記載された事項

で、実施要領中「４参加資格要件 (7)」

の事項の審査をします。 

 業務実績書は、「４参加資格要件 (7)」

に該当する業務で完了日が新しい順に



直近５業務（2023年12月31日時点で業務

中も含む）を記載してください。 

 必要に応じて資料を添付していただ

くことも差し支えありません。 

 また、その他の事項も含め、記載事項

については照会及び追加での資料提出

をお願いする場合があります。 

３ 特定業務共同企業体結成の要否 

 事業実施にあたっては協力会社との

協業により実施を検討しているが、この

場合も特定業務共同企業体の結成要件

に該当するのか。 

 

 

 ２つの事業者が資本をそれぞれ提供

しあい、一体となって業務を行う場合に

は共同企業体を設置して業務を行って

ください。 

 協力会社との関係にもよりますが、共

同企業体を設置しなくとも、業務の一部

を仕様書（10 その他 (5) 再委託の制

限）に基づき、つくば市の承認を得て協

力会社へ再委託することができます。 

 また、共同企業体が仕様書に基づいて

再委託を行うことも可能です。 

４ 業務実施体制調書の記載事項① 

「業務実施体制調書 別紙（個別調

書）（様式４ 別紙）」中の「業務実績」

について、記載すべき業務に指定はある

か。 

 

 特別な指定はありませんが、複数の事

業実績を有する場合は、過去５年間

（2019年１月１日～2023年12月31日）に

行った本事業に関連性の高い業務を記

載してください。 



 なお、参加資格審査では、全担当者の

業務実績のうち、電子スタンプラリーの

業務実績を有する場合・教育関係システ

ムの業務実績を有する場合・その他シス

テム関係業務の実績を有する場合・人口

20万人以上の自治体又は茨城県内の市

町村との業務実績を有する場合は10点

を上限に評価します。 

 必要に応じて資料を添付していただ

くことも差し支えありません。 

５ 業務実施体制調書の記載事項② 

「業務実施体制調書 別紙（個別調

書）（様式４ 別紙）」中の「手持ち業務

の状況」について、記載すべき業務に指

定はあるか。 

 

 本欄は、現在の手持ち業務を把握し、

業務実施体制が万全かどうかを審査す

るために記載していただくものです。 

 「手持ち業務の状況」欄には、令和６

年（2024年）１月15日現在行っている業

務を全て記載してください。必要に応じ

て、行を増やすなど様式を補正していた

だいて差し支えありません。 

 


